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ニュース 
 

10
月

31
日
夕
方
、
諏
訪
地

方
社
保
協
の
第
９
回
定
期
総
会
を

下
諏
訪
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
し
た
。
記
念
講
演
と
し

て
、
沖
縄
県
難
聴
福
祉
を
考
え
る

会
名
誉
会
長
（
琉
球
大
名
誉
教

授
）
で
耳
鼻
咽
喉
科
医
と
し
て
附

属
診
療
所
で
「
補
聴
相
談
ひ
ろ

ば
」
相
談
医
を
行
っ
て
い
る
野
田 

寛(

の
だ 

ゆ
た
か)

先
生
か
ら
、

「
高
齢
難
聴
の
対
応
」
と
題
し
て

の
講
演
（
リ
モ
ー
ト
）
を
視
聴
し

ま
し
た
。
社
保
協
で
は
全
国
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
補
聴
器
購
入
に

公
的
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
、

各
自
治
体
に
要
望
し
て
き
て
い
ま

す
。
現
在
、
本
格
実
施
を
進
め
る

た
め
、
市
町
村
長
宛
て
の
署
名
を

開
始
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
学

習
会
と
し
て
位
置
付
け
、
会
場
と

リ
モ
ー
ト
に
も
一
般
参
加
も
含
め

多
く
の
視
聴
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。
毛
利
県
議
を
は
じ
め
、
地
方

議
員
の
参
加
も
何
人
も
あ
り
ま
し

た
。 野

田
先
生
か
ら
は
、
加
齢
性
難

聴
は

40
代
く
ら
い
か
ら
始
ま
り
、

全
国
で
は
２
５
０
０
～
３
０
０
０

万
人
で
悪
化
す
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
に
よ
り
孤
立

し
、
認
知
症
や
要
介
護
状
態
に
な

り
や
す
い
。
食
事
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

や
運
動
の
励
行
な
ど
生
活
改
善

（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や

L
D

L

コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
を
正

常
上
限
半
分
以
下
に
す
る
）
を
行

う
こ
と
で
か
な
り
抑
え
る
こ
と
が

第
９
回
総
会 

開
催 

で
き
る
。
補
聴
器
は
適
合
し
た
補
聴

器
で
な
い
と
満
足
感
が
乏
し
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
お
り
、
補
聴
器
相
談
医

に
よ
る
認
定
で
適
正
な
補
聴
器
の
選

択
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
。
同
時
に

高
齢
難
聴
者
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
も
必
要
と
、
海
外
で
は
当

た
り
前
の
集
団
補
聴
方
式
（
磁
気
ル

ー
プ
・
赤
外
線
・
Ｆ
Ｍ
方
式
等
）
の

イ
ン
フ
ラ
を
公
的
な
場
所
に
設
置
す

る
等
の
高
齢
化
社
会
の
ま
ち
づ
く
り

ま
で
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
活
発
な
質

疑
も
行
わ
れ
、
中
身
の
濃
い
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
総
会
で
は
、
毛
利
会

長
が
「
軍
事
費
を
増
や
し
、
社
会
保

障
を
削
る
岸
田
政
権
の
下
、
生
の
声

を
怒
り
に
変
え
て
広
げ
て
人
の
心
を

動
か
そ
う
。
社
保
協
の
活
動
で
歯
止

め
を
か
け
よ
う
」
と
開
会
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
金

 

 

開会あいさつ 

毛利 正道 会長 

来賓あいさつ 

金井 敬子 下諏訪町副議長 

議長就任あいさつ 

共立病院事務長 西村 高志さん 

難
聴
者
の
バ
リ
ア 

フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

「高齢難聴の対応」を講演する野田寛先生 10/31 



  

 

自治体 到達 目標数 

岡谷市 164 1000 

諏訪市 208 1000 

茅野市 26 1000 

下諏訪町 113 500 

原村 0 300 
 

井
敬
子
下
諏
訪
町
議
会
副
議
長

が
、
議
会
で
の
補
聴
器
購
入
助
成

へ
の
取
り
組
み
に
触
れ
、
町
の
高

齢
者
実
態
調
査
の
報
告
が
遅
れ
て

お
り
、
来
年
の
一
斉
選
挙
に
向
け

て
、
社
保
協
の
署
名
は
実
現
に
向

け
て
の
大
き
な
力
に
な
る
と
挨
拶

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

議
事
は
議
長
に
西
村
共
立
病
院

事
務
長
を
選
出
し
進
め
ま
し
た
。

備
前
社
保
協
事
務
局
長
よ
り
、
こ

の
１
年
間
の
活
動
の
ま
と
め
と
決

算
報
告
、

22
年
度
の
方
針
・
予

算
案
を
説
明
し
ま
し
た
。
方
針
で

は
特
に

24
年
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
ト
リ
プ
ル
改
定
の
前
年
に

あ
た
る

23
年
度
の
活
動
は
重
要

で
、
医
療
・
介
護
の
改
善
と
合
わ

せ
て
、
来
春
の
一
斉
地
方
選
を
前

に
し
て
、
特
に
諏
訪
地
方
で
は
市

町
村
に
補
聴
器
署
名
、
県
に
は
小

中
学
校
で
の
給
食
無
料
化
、
そ
し

て
国
へ
の
子
ど
も
の
医
療
費

18

歳
ま
で
の
無
料
を
求
め
る
３
本
の

署
名
に
力
を
注
ぎ
、
地
方
議
会
や

首
長
に
実
施
を
迫
っ
て
い
く
こ
と

な
ど
を
提
案
し
、
す
べ
て
の
議
案

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

活
動
報
告
で
は
、
高
教
組
諏
訪

支
部
長
の
浜
さ
ん
よ
り
高
教
組
の

活
動
や
諏
訪
地
域
の
高
校
再
編
問

題
、
共
立
福
祉
会
の
岩
間
理
事
長

か
ら
福
祉
会
の
状
況
と
コ
ロ
ナ
問

選
出
さ
れ
た 

常
任
幹
事
の
皆
さ
ん 

会 

長 
  

毛
利
正
道
（
再
） 

 
 

 
  

法
律
事
務
所
こ
ん
に
ち
は 

副
会
長 

  

浜 

順
二
（
新
） 

 
 

 
  

高
教
組
諏
訪
支
部 

〃 
 

   

濱 

恒
弘
（
再
） 

諏
訪
地
区
労
連 

〃         

今
井 

進
（
再
） 

 
 

 
  

年
金
者
組
合 

〃         

岩
下
功
一
（
再
） 

 
 

 
  

諏
訪
地
域
民
医
労 

事
務
局
長   

備
前
光
正
（
再
） 

 
 

 
  

南
信
勤
医
協 

 
 

 
 

南
信
金 

      

 

 

 

題
、
諏
訪
地
方
民
商
の
清
水
事
務

局
長
か
ら
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

問
題
と
反
対
運
動
、
健
康
ク
ラ
ブ

泉
の
会
の
花
岡
事
務
局
長
よ
り
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
医
療
費
２

倍
化
や
コ
ロ
ナ
感
染
で
の
医
療
・

介
護
現
場
の
状
況
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
の
取
り
組
み
や
課
題
等

に
つ
て
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
毛
利
栄
子
県
議
、
松
井
節
夫

下
諏
訪
町
議
、
早
出
す
み
子
岡
谷

市
議
か
ら
も
発
言
が
な
さ
れ
、
内

容
的
に
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

総
会
と
な
り
ま
し
た
。
ご
参
加
・

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

  

高教組支部長 

浜 順二 さん 

共立福祉会理事長 

岩間 ひとみ さん 

 

諏訪民商事務局長 

清水 栄子 さん 

 

健康クラブ泉の会事務局長 

花岡 進 さん 

 

子どもの医療費無料化対象年齢が１８歳へ拡大 
諏訪・岡谷が来年４月より実施表明❕茅野市にも波及 

９月の諏訪市議会で金子ゆかり市長は、来年４月から

子どもの医療費無料化の対象年齢を 18 歳に拡大する旨

の答弁を行い、ひきつづいて岡谷市議会でも今井竜五市

長も同年齢への拡大を表明しました。残る茅野市は９月

議会の一般質問では周辺自治体の様子を見るとの答弁に

とどまっていましたが、９月末の茅野市行財政審議会にお

いて 18 歳への拡大を検討方向としたとの報道です。いよい

よ諏訪地域すべての自治体でも子どもの医療費無料は 18

歳までが主流となりつつあります。地域住民の運動と県・市

町村議会と結んだ運動が実を結びつつあります。 

合わせて諏訪の３市と下諏訪町では入院時の食費助

成も行われてきていますが、18 歳まで同制度が行われてい

けば県内でも進んだ制度となります。現在諏訪地域で完

全無料は原村のみですので、こうした事を重点にしてこの地

域は原村同様に 18 歳まで完全窓口無料、さらに食費助

成も行われる先進地域にしていきたいと思います。 

 

補聴器購入助成署名の到達 

集まっている署名を社保協事務局にお寄せくだ
さい。ご連絡いただければ取りに行きます。 


